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「分子を測る」次世代ラマン分子計量計 CRamol-532  

の開発と製品化 

－大学の学術を現場の技術へ－ 

 

 神奈川県立産業技術総合研究所（KISTEC）、株式会社分光科学研究所（SSL）、および

東京大学は、最先端のラマン分光技術を駆使した次世代ラマン分子計量計 CRamol-532 

を開発しました。この開発は、SSL 代表取締役濵口宏夫東京大学名誉教授が、旧神奈川

科学技術アカデミー（KAST）研究室長および東京大学教授時代から長年にわたって蓄積

して来たラマン分光学に関する基礎研究成果を、KISTEC の産学公連携事業化促進研究

による支援のもとに、 KAST および東京大学の元研究室員たちと協力して実用化したも

ので、基礎学術研究の社会貢献を研究者側から、目に見える形で実現したものです。

CRamol-532 の第１号機は、今年３月に国内の医療系の公的研究機関に納入されました。 

 CRamol-532は、従来のラマン分光計とは異なり、スペクトルデータだけではなく、そ

の解析によって得られる分子計量データ（種類、濃度、空間分布など）をも出力する分

子計量計です。高速に試料上の多点のスペクトルを計測する機能を備えており(10 秒間

に 1000点の計測が可能)、不均一な試料をグローバルに解析することができます。スペ

クトルデータの解析には、SSLが独自に開発した解析ソフトウェア HAMAND（Hypothetical 

Addition Multivariate Analysis with Numerical Differentiation、日本、米国、欧

州特許取得済）および MCR-ALS（Multivariate Curve Resolution with Alternate Least 

Squares）が用いられ、試料に含まれる分子の種類、濃度や空間分布を自動的にリアル

タイムで算出します。励起波長や測定波数範囲の設定、サンプリング光学系の設計など

で装置をカスタマイズしたり、標的分子に応じて HAMAND あるいは MCR-ALS 解析パラメ

ータをカスタマイズすることにより、「機能性食品中のビタミン類の定量測定」や、「水

の構造解析」、「布に付着した精液の検出」、「尿中の尿素やクレアチニン、血液中のブド

ウ糖濃度決定」など、顧客のニーズに応じた製品とすることが可能です。 

 CRamol-532は、スペクトルを解析する専門家を必要とせず、工場、病院、検査場など

の現場での日常的応用に適しています。食品、医薬品、有機材料、高分子材料、無機材

料、半導体、触媒、鉱物、宝石、美術品などあらゆる物質の解析を可能にする次世代の

ラマン分子計量計です。 



 

 

左図：既存装置では、多種分子が混在して測定されます。 

右図：開発装置では、特定の標的分子を抽出することが可能です。 

 解析ソフトウェア HAMANDでは、試料（ビタミン剤）中の標的分子（ビタミンＣ）の

スペクトルを自動抽出し、その含量を正確に決めることができます。これは防犯カメラ

画像から特定の人物の画像を自動的に選び出すのと同じ仕組みです。 
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